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■史跡犬山城跡整備スケジュール（短期計画：令和 7～16年度） 

①大手門枡形跡（犬山市福祉会館跡地）の整備（R7～10） 

②大手道遺構（黒門付近・鉄門付近の外枡形）平面表示（R11～16） 

③動線（大手道園路、城山東側・西側園路など）整備（R13～） 

④説明・案内施設（解説板、注意看板など）整備（R8～11） 

※主なものを抜粋 

史 跡 犬 山 城 跡 の 整 備 に つ い て  
令和 7年 11月 22日 

歴史まちづくり課 

■整備の方向性【この場所の役割】と整備手法【例示】 

①史跡としての価値を発信する場所 

【史跡犬山城跡解説映像、犬山城城郭復元図】 

②犬山城について紹介し、来訪者が学習できる場所 

【解説板（堀、土塁、大手門（高麗門）など）、城郭・大手門枡形跡のさわれる立体模型】 

③犬山城を見学する際の起点となる場所 

【ボランティアガイド待合場所・見学出発地、総合案内板、周辺施設案内板、休憩所（雨除け、暑さ対策）、トイレ】 

④江戸時代の大手口から城内への入城ルートを体感できる場所 

【往時の入城ルート再現（敷地内動線）、デジタル技術の活用】 

⑤堀や土塁の規模を体感できる場所 

【遺構（堀・土塁、大手口）の平面表示または立体表示、土塁の高さの表示】 

 

 

■犬山市福祉会館跡地の史跡としての価値 

①この場所にかつて存在したモノ（遺構） 

土塁、堀、大手口、橋（土台）、大手高麗門、枡形石垣、土塀 

②この場所の持つ意味 

・犬山城の正面玄関であり、城内と城外の境界であった大手

門枡形の構造がわかる場所 

・大手門枡形を構成する堀、土塁、大手口の規模（深さ、高

さ、広さ）がわかり、犬山城の壮大さを感じられる場所 

・本町通りから大手口に入り、橋を渡って大手門枡形内へ、

そして城内へと至る往時の動線がわかる場所 

大手門枡形跡（犬山市福祉会館跡地）の整備について 
史跡犬山城跡全体整備イメージ 

犬山市福祉会館跡地における史跡としての価値 

犬山城郭絵図 元文 5年（1740） 犬山市文化史料館蔵 大手門枡形跡（犬山市福祉会館跡地）整備計画図 ※検討中 



■受注者の提案 

歴史的景観と現代の暮らしが交差するこの場所において、

訪れる人々の記憶に残る「心地よい中継点」となる休憩所を

つくります。 

本敷地は城と城下町をつなぐ重要な役割を果たしていま

した。その歴史的な接続点に、新たな建築を介在させること

で、「過去と現在」「観光と日常」「まちと城」をつなぎ直す

空間を構築することが本計画の核心です。 

「大手口」は当時から街中の貴重な公共広場として活用さ

れていたと考えられます。城下町と日常生活をつなぐ縁側の

ような存在として、多様な人々が自然に集い、休憩や交流を

通じて地域の記憶と現在を重ね合わせる場を目指し、記憶と

暮らしが連続する、新たな公共空間を生み出します。 

■便益施設の機能 

文化庁などとの協議を経て史跡整備基本計画を策定しています。そのなかで便

益施設には、犬山城見学に必要な３つの機能を予定しています。 

①トイレ機能 

・必要な理由：犬山城周辺において公衆トイレの数が限られているため。 

・整 備 方 針：地元の方・親子連れなど様々な方の利用を想定し、使いやすく

気軽に立ち寄れる清潔で安心な施設とします。 

・検討中の仕様：男女トイレ、だれでも使える多機能トイレ 

・採用予定設備：ベビーチェア、おむつ替え台、オストメイト設備 など 

②休憩所機能 

・必要な理由：酷暑などに際してスポット的に休める空間が必要なため。 

・整 備 方 針：来訪者だけでなく周辺にお住まいの方の日常的な憩いの場とし

ても使える空間とすることを目指します。 

・検討中の仕様：室内ベンチ、深い軒下の屋外ベンチ 

③展示機能 

・必要な理由：屋外の史跡展示を補足し、犬山城全体の理解を促進するため。 

・整 備 方 針：休憩に訪れた方にも分かりやすく史跡犬山城跡の魅力を伝えら

れる展示とします。 

・検討中の仕様：展示パネル、映像投影、さわれる史跡模型 など 

○その他の機能  

・授乳室、多目的室(パニックを起こしやすい方の休養などに使える小部屋) 

■大手門枡形跡（犬山市福祉会館跡地） 

整備スケジュール 

▼令和７年度・・・・・・基本設計  

▼令和８年度・・・・・・実施設計  

▼令和９～１０年度・・・建設工事  

▼令和１１年４月頃・・・供用開始 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

室内ベンチ 軒下ベンチ 

内観イメージ 

■受注者の選定 

高度な設計力を有し、史跡指定地において史跡整備内容と調和した便益施設を設計することができる

設計者を選定するため、公募型プロポーザル方式で受注候補者を決定しました。 

展示イメージ 

鳥瞰イメージ 

平面プラン（概要） 

鳥瞰イメージ 

便益施設の建設について 

犬山城を 

眺める 

広場を 

眺める 


